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〈資料目録〉
旧明治大学商品陳列館収集の山陰地方陶器資料所蔵品H録
当館商品部門は全国各地の伝統的工芸品を主な収集対
象とし、およそ5千点の資料を所蔵している C 2016年度
からの3ヶ年計画で「山陰地方民藝陶器のマーケティン
グ研究」をテーマとし、烏取県および島根県出雲地方に
おける主要な陶器メーカーに対する調在を行ったが、そ
れには1950~60年代にまとまって収集された山陰地方の
陶器資料に対する再評価の慈図があった。本稿では、 I:. 
記の所蔵資料の目録を掲載するとともに、若干のコメン
トを加えることとしたい。
山陰地方とは、中国地方の1:本海側に位閻する鳥取県
と島根県を指す。両県における製陶業の共通点としては、
県内に大きな産地・窯元はなく、各地に小規模な窯元が
点在していることが挙げられる。また、昭和戦前から「民
藝運動」の影響を色濃く受けていることは大きな特徴だ。
これは、山陰が民藝運動の中心的な人物である柳宗悦だ
けでなく、両県にtf在した求心力のある人物から直接密
な指導を受ける機会があったことによると考えられる。
また、現存する窯｝じの7·8割が、 1970~80年代から現代
にかけて成立した比較的新しい窯尤であり、時代背景か
ら察するに各民藝ブーム・やきものブームの影響を受け
た可能性が指摘できる。
当館が初めて山陰の陶磁器収集を行ったのは1959年、
日本橋白木屋で開催された「中国1i県物産展」において
であふ現在の資料収集は、産地へ直接出向くことを基
本としており、 1959年頃から産地調在に基づき製造者か
らの匝接購入が始まったが、 1990年代半ば頃までは百貨
店等小売店を利用しての購人も多く見られる。特に山陰
の場合は、大きな産地・組合がないこともあり、紹介に
林田真由十*l
より窯元に直に出向くことは難しかったことが推測され
るc 当時、運営にあたっていた商学部教員らがなぜ山陰
の資料を収集したのか具体的な記録は無いが、民藝ブー
ムによって山陰諸窯が注目されていたため、関心を寄せ
ていた可能性はある。この後、島根県東京事務所におい
て、また、実際に山陰を訪れ現地の百貨店でも収集を行っ
ている。 1970~76年にかけての国鉄による「ディスカ
バー・ジャパン」キャンペーンは1つのブームとなり、
地方への関心が高まったが、それより前の交通網の整備
も未発達であり、旅行も贅沢であるとされていた時期に、
地方の物産を収集し、東京で展示をしたことは新鮮に
映ったかもしれない。
当館における両県の収集に関して、鳥取県は比較的全
域から収梨しているのに対し、島根県は出雲地方の窯か
らの収集に偏っていることに消l=Iしたい。 !ElI司として、
鳥取県は「因幡」「伯者」、島根は「出雲」「石見」に東
西で分けられる。島根県は出宝で布志名焼系統、石見で
石見焼の系統を多く見ることが出来る。布志名焼は何点
か所蔵しているが、石見焼に関しては、嘉久栄焼の菓子
Jlのみである。都内で騰入した資料に石見焼が存在しな
いのは不可解だが、現地での収集に関しては、島根県の
物産収集の際、鳥取県の西部に位置する米子市を同時に
回っている様子が窺えるため、石見のほうまで足を延ば
さなかったことが推測される。
以下、今回目録で挙げた陶磁器について若干のコメン
トを県ごとに述べる。
資料名は「産地名・窯元名器種名」の順。
•1 明治大学博物館商品部門担当嘱託職員 cml 79005@cmm.meiji.ac.Jp 
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鳥取県
ロ、んき¢ うざ＾
・因久山焼湯呑
・牛ノ戸焼染分1I
• 砂丘焼湯呑
かずト かずわさん
・上神焼・上神山窯抹茶茶碗
かずわ
・上神焼絵皿
ほっしょ" " しょうか・法勝寺焼•松花窯菓子鉢
かい：一
・法勝寺焼・皆生窯化瓶
〈因久山焼〉
元々藩の御用窯であり、名前を久能寺焼といった。
1688年には地誌に了久能寺焼」の名が見えるe 茶道具を
主力商品としている。 ガス窯・電気窯が多くなっている
中で、現在も薪窯（連房式登窯）を使用している。館蔵
の湯呑は8代芦澤保親の作。緑色の銅釉に藁灰を二重掛
けし、器形は鏑（しのぎ） の人った八角形の湯呑で、当
代の作とはかなり印象も沢なる。
〈牛ノ戸焼〉
天保年間 (1830-1844)の成立とされる c 当初水甕等
B用雑器が主力であったが需要が減り、昭和に入る頃に
は経営がひっ迫していた。 しかし、鳥取において民藝運
動を行っていた吉田障也の指導で復興直盲蔵の染分皿は、
指導後に「新作民芸品第1回」の窯出しで出されたもの
と同じ大きさ・デザインのものc
〈砂丘焼〉
昭和に入ってから観光t産として売られるようになっ
たものだが、現在は廃窯。館蔵の湯呑は胎土に砂を練り
込み砂丘のイメージを出している。鳥取砂丘は1955年に
天然記念物に指定され、観光地として注目が嵩まったc
〈上神焼〉
上神山窯と中森窯の2窯c 介吉市上神地区は様々な窯
が消長を繰り返したが、現在の2窯は昭和に入ってから
確立された窯元である。銅釉を還元焼成で赤く発色させ
た辰砂釉が特徴的。館蔵の抹茶茶碗には上部その他部分
的に赤色が人っているが、 これは人形峠で採掘されたウ
ラン鉱滓を釉薬に用いた時期のものである。現在は酸化
銅を用いて全体に赤色をほどこしたものがある。
〈法勝寺焼〉
明治以前は会見焼と言った。上神焼同様、江戸期以来
西伯郡南部町法勝寺の地には多くの窯が消長を繰り返し
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たが、現在は松花窯と皆生窯の2窯c 当初は1903年築窯
の松花窯のみだったが、 2代安藤嘉章の時、 1961年に分
家のため皆牛窯が脇窯として誕生した3 館蔵の松花窯の
策子鉢、皆生窯の花瓶とも安藤嘉章の作3
島根県
こもんどう
・古門堂焼出雲古代瓦模様栗子1l
．袖師焼ピッチャー
．袖師焼酒器セット
・出雲焼八寸fil (布志名焼）
・出雲焼湯呑（布志名焼）
・布志名焼・湯町窯ジョッキ
・布志名焼・湯町窯大1Il
：よんしょうざ;_
・萬祥 il焼飴布目鉢
．萬祥山焼澗瓶
．萬祥山焼鉢
・出雲焼・ 涼運山窯瓦型皿
・嘉久栄焼平型菓子1I1
〈古門堂焼〉
開窯は大正時代末～昭和初期。蓮乗院清水寺の住職が
古門堂前に窯を築いたことが始まりで、楽焼が中心であ
るc 出雲古代瓦模様菓子皿は出士した瓦がモチーフと
なっており、 3枚の裏面にはそれぞれ、「出雲国分寺」「出
雲教晏寺ー ＇「一畑寺」とある。
〈袖師焼〉
1877年に開窯c 布志名焼から独立した窯元である。民
褻の同人である英国人陶芸家バーナード・リーチによる
指導によって早い時期からハンドル付の品を製造したぐ
館蔵のピッチャーは辰砂釉の赤い発色かあるが、近隣の
安来市出身の民藝作家河井寛次郎の影響による。また、
洒器セットは、
なっている。
〈布志名焼〉
プリュッセル万博の受賞作がモデルと
現在、芸善窯・雲寅窯・船木窯・湯町窯の4窯で焼か
れている。雲善窯は松江藩の御用窯であったが、他3窯
は日用食器を焼く民窯の系譜である。船木窯及び館蔵の
湯町窯製品は、民藝運動の影曹を色濃く受けている。湯
町窯の製品は黄釉と飴釉・黒釉の組み合わせが特徴的。
館蔵の出索焼八寸皿は、布志名焼特有の施釉技法が見
られるが、賓料名に「布志名」の名は冠せられず、窯元
旧明治大学商品陳列館収集の山陰地方陶器資料所蔵品Ll録
も明確でない。出雲焼湯呑に貼付されたシールにある
「丸三陶器商会」は製造元と判明したが、廃業となって
しヽる。
〈萬祥Il焼〉
くりはら
明治初期に開窯c 当初は地名由来の「来原焼」。茶器
を中心としているようだが、館蔵の1lt料は普段使いの食
器であるc
〈HI芸焼・涼運山窯〉
過去の収集記録帳に残された資料に同包されていた，況
明苫き以外正確なことは不明である。 1979年出版の『角
川LI本地名大辞典-には記載があるc なお、現在「出芸
焼」という名称は、出雲地方で焼かれている陶磁器の総
称として使用されている 3当館収蔵台帳には、「涼雲山窯」
と叫録されているが、「運」の誤りであるc
〈社j久栄焼〉
1952年創業c 石見焼の窯元であったが、 1998年頃に途
絶えたc
員林田真由子がまとめた。
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表1 旧商品陳列館収集 山陰地方の陶器資料 (1959~1965年）
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資料名 産地 窯元 作者 柄 形状 用途 受入年月 I] 受入先 生産地
I - ・ー - ー＾
1 栄了・ll (出雲古代瓦模様）古門堂焼 古門堂焼 岡崎信光 出雲古代瓦 小ITlL 菓子JIil 1959/10/1 
H本橋白木屋
島根県安来市清水町
中国五県物産展
2 紙祥山窯飴布目鉢 梃祥山焼 日野瑞雲 布目 鉢 鉢 1959/10/1 
日本橋白木屋
島根県出雲市大津町
中国五県物産展. - 一~一
3 出雲焼八寸鉢 布志名焼 J¥、J・n1 FIL 1959/10/1 日本橋白木屋 島根県
- - ・ー 中国五県物産展
4 上神山焼抹茶茶碗 上神焼 上神山窯 碗 抹茶茶碗 1959/10/1 
日本橋白木屋
烏取県倉吉市上神
中国五県物産展
. - ・ー
5 法勝寺焼菓子鉢 法勝寺焼 松花窯 安藤茄章 菊花 鉢 菓子鉢 1959/10/1 
日本橋白木屋
烏）収県西伯郡南部町
中国五県物産展
6 因久山焼湯呑 因久山焼 8代芹澤保親 碗 湯呑 1959/10/1 
日本橋白木屋
島取県八頭郡八頭町
中国五県物産展
＇ 
~. 
7 万祥山焼憫瓶 萬祥山焼 I野勁甫 澗瓶・猪口 酒器 1961/1/11 
島根県東京事務所
島根県出雲市大津町
物産観光部
ー・~． - -
8 窟久栄焼平型菓子1I1 石見焼 嘉久栄窯 森脇剛 ヽ~ド型 JIii 菓子皿 1961/1/11 島根県東京事務所 島根県江津市嘉久志町
物産観光部
I ・・- - - - -， 出雲焼湯呑 布志名焼 丸三陶器府会 碗 湯呑 ]961/1/11 島根県東京事務所 島根県松江市
物産観光部
-- . - ・・-
10 湯町焼ジョッキ 布志名焼 湯町窯 ジョッキ ジョッキ 1961/1/11 
島根県東京事務所
島根県松江市玉湯町
- -
物産観光部
1 袖師焼ピッチャー 袖師焼 尾野敏郎 水玉 ピッチャー ピッチャー 1961/1/11 
島根県東京事業所
島根県松江市袖師町
物産観光部
-
12 法勝寺焼花瓶（皆生窯） 法勝寺焼 皆生窯 安藤就章 花瓶 花瓶 1965/8/16 
鳥取県米子市
島取県米子市皆生温泉
米子高島屋
13 出雲焼涼雲山窯瓦型皿 出雲焼 涼運山惣 原「I斐水 松 ll 飾皿 1965/8/16 
島根県松江市
島根県出雲市
一~ - -
一畑百貨店
14 湯町焼大皿 布志名焼 湯町窯 網目 大JUl 飾皿 1965/8/16 
島根県松江市
島根県松江市玉湯町
一畑百貨店
--
15 万祥山焼鉢 池祥山焼 n野勁甫 鉢 鉢 1965/8/16 島根県松江市 島根県出雲市大津町
-- ~~ 一 - -
一畑百貨店
16 袖師焼酒器セット 袖師焼 尾野敏郎 掛分 憫瓶・猪L] 酒器 1965/8/16 
島根県松江市
島根県松江市袖師町
一畑百貨店
- - ... 
17 牛の戸焼 1Il. 牛ノ戸焼 染分 大Jli 飾皿 1965/9/2 鳥取県鳥取市 烏取県鳥取市河原町
鳥取大丸
- - ・ー h — 
18 砂丘焼湯呑 砂丘焼 碗 湯呑 1965/9/2 
鳥取県鳥取市
鳥収県
鳥取大丸
19 上神焼絵皿 _t神焼 中森不入 山・松 中ll 飾皿 1965/9/2 鳥取県鳥取市 鳥取県倉吉市不入岡圃•長谷/II紅三郎 鳥取大丸
????
?
※資料名は当館受入れ台帳に拠る。
表2
分類
漆器
郷:L玩具
??
和紙
?
?????
?
???
?
??
」??????????
? ? ?
?
金工品
染織品
資料名※l
l L収）利丸盆（八雲塗）
二l 板きりん2 御多福（血）
3 jF', 々 (ctり）
1'¥'f鬼（面）
5 赤鬼（面）
6 さる（面）
7 ぬけ（創
8 はこた人形
• 一
9 因幡傘踊り
10 .kill犬狗土鈴
l 出雲封筒
2 出よ封筒
3 IH宍封筒
1 /1裳封筒
5 It¥'. 芸封筒
6 lB裳封筒
7 出芸便箋封筒
8 出雲便箋封筒
9 /1¥雲帳而
10 出宍短冊
1 出宍巻紙
12 出芸色紙
l3 囚州紙レター・セット
14 I大f,J-ト11根和廉障子紙
15 因州三栢紙焙紙
1 鉄ローソク立
l 出西手織テーブルセンター
2 手織財布
打科名は当館受人れ台帳に拠る
現仕所を記載
（ ）内は判明した'+.産者等
現在所在を確認できない
???，?，?，?
?
二三[〗[三[[三言[?? ???????
生産者もしくは生/lf 地• 関係団体四
島根県松江市 山本漆器店 （山本喜—:．郎商店）臼
島根県松江市 島根県八,fi禽振穂会
島根県松江市 島根県八雲泳賑籾会
島根県松江市 島根県八宰冷振典会
島取県鳥取市茶町中央 柳松本店
ー・
烏取県鳥取市茶町中央柳控本），月
烏取県鳥取市茶町中央柳屋本店
島取県鳥取市茶町中央 柳庄本店
烏取県鳥取市茶町中央柳尿本店
鳥取県鳥取市茶町中央 柳尻本店
烏取県鳥取市茶町中央 柳屋本店
鳥取県倉吉市 はこた人形_J:房（備後斥）
烏取県 日本竹工芸所引
鳥取県米子市 大神山神社
島根県松江市 出雲民芸紙 1房
島根県松江市 出集民芸紙」＾房
島根県松江市 出雲民芸紙T房
！油根県松江市 出集民公紙 L房
島根県松江市 出裳民芸紙 l尻
島根県松江市 出雲民芸紙上房
島根県松江市 出雲民芸紙―L防
島根県松江市 出索民芸紙1・房
... 
島根県松江市 出雰民芸紙T房
島根県松江市 出雲民芸紙―［房・= 島根県松江市 出雲民芸紙r房
島根県松江市 出雲民芸紙r:房
.. 
鳥取県鳥取市青谷町（大I刈州製紙協業組合）
烏）収県鳥取市青谷町-(山根囚什1紙振興会）
鳥取県鳥取市佐治町
島根県安来市広瀬町
島根県出雲市斐川町
鳥取県
（小藤点:-久生）
（井上佐登—fl
※1 
※2 
※:l 
※4 
林田貞由了・
〈DocumentCatalog〉
Former Meiji University Commodity Museum Collection 
of San'in Region Pottery Document Archive Catalog 
Mayuko Hayashida 
The Commodity Section of the museum collects mainly traditional handicrafts from around the nation. and has 
roughly 5,000 documents archived. In the three-year plan from fiscal 2016. under the theme of "Research for 
Marketing of San'in Region Folk Craft Pottery", a survey of well known pottery makers in Tottori prefecture and 
Shimane prefecture's Izumo district was conducted. and this was intended to be reeYaluated against San'in region 
pottery documents collected in the 1950s and 1960s. 
The San'in region refers to Tottori and Shimane prefectures facing the Sea of Japan in western Japan. As for 
commonalities in the ceramic industries of both prefectures. there are cases where small makers arc scattered in 
various places, not forming a large production area or being makers using machine manufacturing. They are also 
characterized by being strongly influenced by the leaders of the folk craft movement occurring in the 1920's. Here, 
the catalog of archived documents is listed with some comments. 
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